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研究成果の概要（和文）：本研究は慢性疾患患者のセルフマネジメント能力向上に向けた看護師の取り組みを促
すための研究である。慢性呼吸器疾患患者のケアに携わる看護師の生活支援アセスメント力を調査したところ、
看護師のケアリング・マインドと療養生活への提案を患者に適切に伝える能力であるアサーティブネスが影響因
子であることが明らかとなった。また、患者のセルフマネジメント行動につながる意思決定過程を支える看護師
のAdvance Care Planningでは、主観的規範や態度が影響していた。加えて、慢性腎不全患者への調査では、セ
ルフマネジメントの要素である事前指示書の作成には肯定的認識を持っていることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study was designed to encourage nurses to improve the self-management 
skills of patients with chronic diseases. A study of the life support assessment skills of nurses 
involved in the care of patients with chronic respiratory diseases revealed that nurses' caring mind
 and assertiveness, which is the ability to appropriately communicate suggestions for medical 
treatment to patients, were influential factors. In addition, subjective norms and attitudes were 
influential factors in nurses' Advance Care Planning, which supports the decision-making process 
that leads to patients' self-management behavior. Additionally, a survey of patients with chronic 
renal failure revealed that they had a positive perception of advance directives as a component of 
self-management.

研究分野： 看護学

キーワード： 慢性疾患　セルフマネジメント　看護師　呼吸器疾患　慢性腎不全　Advance Care Planning　ACP　Adv
ance Directive
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は高齢化社会において増え続ける慢性疾患患者が、安定した療養生活を送るためのセルフマネジメント力
向上に向けた研究であり、地域包括ケアシステムにおける地域で自分らしい生活を送る人々の生活の質の向上の
一助となりえる。また、慢性疾患患者が自らの生活を構築するための意思決定と、そのプロセスであるAdvance 
Care Planning: ACPに関する看護師の行動と患者の意識も明らかとしており、人生の最終段階のあり方の支援の
一助となることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
1. 研究開始当初の背景 

慢性疾患とは、永続的に障害が残り、不可逆的な病理的変化に起因するもので、長期的な管理やケアが必要な疾

患と定義されている。また、慢性疾患患者は、絶え間ない適応を余儀なくされているため、常にヘルスケアシス

テムとの相互作用を必要としている。慢性疾患を持つ者が在宅で安定した生活を保つためには、慢性疾患を包括

する管理戦略によるセルフマネジメント支援が重要である。加えて、慢性疾患をもつ者は、治療方法や療養生活

方法など、自身のセルフマネジメント能力に合わせた選択を行う必要があるため、自己決定能力の向上に向けた

介入が重要な課題となっている。 

2. 研究の目的 

（１） 慢性呼吸器疾患患者に対する看護師の生活支援アセスメント力の実態と、療養生活支援が必要な患者

の、その人らしい生活への支援に関した情報を導き出す看護師の姿勢であるケアリング・マインドと、療養生活

への提案を患者に適切に伝える能力であるアサーティブネスが、看護師の生活支援アセスメント力に関連してい

るのかを明らかにすることを目的とした。 

（２） 患者のセルフマネジメント行動につながる意思決定過程において、看護師が行う Advance Care 

Planning：ACP に至るまでの心理的段階である「ACP の行動意図」と、それに影響する要因を明らかにすること

を目的とした。 

（３） 慢性腎不全患者の意思決定とセルフマネジメントの要素である事前指示書（Advance Directive: AD)

に関する実態と、AD に対する態度・認識、およびその関連要因として死生観と医療者からの介入への期待を明

らかにすることを目的とした。 

3. 研究方法 

（１） 目的 1 の対象は、日本看護協会に登録されホームページに公開されている慢性呼吸器疾患看護認定看

護師が勤務している 147 施設で勤務し、入院患者を対象にケアを提供する看護師 633 名を対象とした。調査方法

は無記名自記式質問紙調査法とし、郵送にて回収を行った。調査内容は【属性】に加え、【慢性呼吸器疾患患者

に対する看護師の生活支援アセスメント力】【看護師のケアリング・マインド（HCMQ-Japanese）】【看護師のアサ

ーディブネス（Rathus Assertiveness Schedule 日本語版）】とした。 

（２） 目的 2 では、対象は慢性呼吸器疾患看護認定看護師 220 名と呼吸器疾患に係わる看護師 1100 名の計

1320 名とした。調査方法は無記名自記式質問紙調査法とした。調査内容は、【属性】に加え、【ACP の行動意図】

【ACP への思い】【ACP 行動に対する周囲からの期待】【ACP 行動促進要因】【ACP 行動抑制要因】とした。 

（３） 目的 3では、A県内で血液透析を行っている者で同意の得られた 523 名に無記名自記式質問紙調査票を

配布した。調査内容は、【個人属性】に加え【AD作成に関する現状と知識】【ADに対する態度と認識】【死への関

心】【『人生の最終段階』に関する医療者への期待】で構成した。 

4. 研究成果 

（１） 目的 1 では、調査票配布数 633 のうち有効回答数は 273（回収率 44.3％、有効回答率 43.1％）であっ

た。生活支援アセスメントの実施割合の上位項目は「安静時・労作時の酸素量の調整」などであった。生活支援

アセスメント力とケアリング・マインドに中程度の正の相関（ｒ＝.506，p＜.0001）、アサーティブネスに弱い

正の相関（ｒ＝.213，p＜.001）があった。生活支援アセスメント力を従属変数とし、ケアリング・マインドとア

サーティブネスを独立変数とした重回帰分析では調整済み R2 乗＝0.276（p＜0.0001）で、ケアリングの【もの

ごとの決め方】【癒し】【人的・経済的資源の交換】、アサーティブネス【攻撃的な自己表現】の 4 因子が抽出

された。生活支援アセスメント力とケアリング・マインドにおいて正の相関があったことは、対象者がケアリン



グ・マインドをもって関わり、その人らしい生活に焦点をあてたアセスメントをしていたことの現れであると言

えよう。また、生活支援アセスメント力とアサーティブネスの間に弱いが正の有意な相関がみられたことは、対

象者の生活支援のアセスメントができる看護師は、対象者が患者を尊重した態度で関わり、療養生活に必要な提

案を伝えていると考える。生活支援アセスメント力の説明因子がケアリングの【癒し】であったことは、患者に

寄り添う姿勢が癒しとなり、これにより相互の信頼関係が構築されることで、その人に応じた生活支援アセスメ

ントへと導かれると考える。今後、生活支援アセスメント力の向上のために、ケアリング・マインドとアサーテ

ィブネスの対人関係能力・教育力を強化することで、その人らしさへの生活支援の充実に繋がることが示唆され

た。 

（２） 目的 2では、回収数は 324 名（24.5％）で、看護師経験年数は平均 14.7±8.7 年で、呼吸器疾患看護経

験年数は平均 7.8±5.6 年であった。認定看護師は 76 名（23.6％）、認定看護師以外の呼吸器専門領域の有資格

者は 31名（9.6％）、資格なしは 214 名（66.5％）であった。属性のうち呼吸器疾患看護経験年数では、「態度」、

「主観的規範」、「行動コントロールの抑制要因・障壁」、「行動意図」には相関がみられ、「行動コントロールの

促進要因・知識」には相関がみられなかった。「行動意図」と「態度」、「主観的規範」、「行動コントロールの抑

制要因・障壁」で相関がみられ、「行動コントロールの促進要因・知識」では相関がみられなかった。従属変数

を「行動意図」としその他の要因を独立変数とし重回帰分析の強制投入法を行ったところ、調整済みR2乗は0.231

であった。ステップワイズ法では、影響していた要因として、「主観的規範」、「呼吸器疾患看護経験年数」、「行

動コントロールの抑制要因・障壁」、「態度」が抽出された。「行動コントロールの促進要因・知識」については、

「行動意図」と有意な相関がみられず、重回帰分析においても要因の抽出がされなかった。 

（３） 目的 3 では、回収数は 351 部（67.1％）、有効回答数は 262 部（50.1％）であった。「AD に対する態度

と認識」を従属変数、「ADに関する知識」「患者の死への関心」「年齢」「性別」「透析歴」を独立変数とした重回

帰分析では調整済 R2乗は 0.26 であり、「AD に関する知識」、「患者の死への関心」、「透析歴」が有意な影響因子

であった。「AD に関する知識」では「年齢」は弱い負の相関関係（rs=-.172,p<.01）、「透析歴」は弱い正の相関

関係（rs=.155,p<.05）を認めた。また、女性は男性に比べて「ADに関する知識」（t=-2.2, p<.05）と「死への

関心」 (t=-2.5, p<.05)が共に高かった。「人生の最終段階」の医療の説明を希望する者は 132 人（50.4％）で

あった。また、「『人生の最終段階』に関する医療の説明の希望」の希望ありと答えた人が「AD に対する態度と認

識」が有意に高かった（t=-4.7,p<.0001）。AD を作成したいと思う「行動意図」に影響を及ぼすものとして、「死

への関心」と「ADに関する正しい知識」が上げられた。これらのことから、ACP 行動を行うことで、AD の作成が

しやすくなると考えた。AD作成の「行動意図」が高い対象者ほど「『人生の最終段階』に関する医療についての

説明」を希望することが分かり、また、「人生の最終段階」に関する医療の説明は約半数の対象者が希望してい

た。このことから、対象者は、AD を含む ACP 行動を拒否的に捉えている者は多くはないことが明らかとなった。 
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 １．発表者名
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 ３．学会等名
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 ３．学会等名
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看護師の慢性呼吸器疾患患者へのアドバンス・ケア・プランニング実施に関する影響因子の明確化

看護師の慢性呼吸器疾患患者へのアドバンス・ケア・プランニング実施に関する調査用紙の作成過程

呼吸ケア指導士のコンピテンシー

日本で使いやすい看護診断を発信しよう

 １．発表者名

第27回福井呼吸ケア研究会

第27回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会（招待講演）
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EUROPEAN RESPIRATORY SOCIETY　INTERNATIONAL CONGRESS 2017（国際学会）
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A descriptive study on medical error incidents including near misses related to insulin administrations in a hospital in
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看護師に対するCOPD研修における知識の変化の検証

慢性呼吸器疾患患者に対する看護師のアセスメント力と影響因子の検証

Nurses’ caring mind and self-management supports for patients with chronic pulmonary diseases
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 １．発表者名

Inprecations of nursing process and partnership mind in the Partnership Nursing System

在宅酸素療法導入時の患者教育と看護師のコミュニケーション力との関連

手術室看護師からみた周手術期の看護診断の現状

Characteristics of perioperative nursing diagnoses for high-risk surgical patients
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６．研究組織（つづき）

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

研
究
分
担
者

梅田　尚子

(Umeda Naoko)

(10808306)

福井大学・学術研究院医学系部門・特命助教

(13401)

研
究
分
担
者

橋本　容子

(Hashimoto Yoko)

(90789695)

福井大学・学術研究院医学系部門・助教

(13401)

研
究
分
担
者

青池　智小都

(Aoike Chisato)

(00749658)

福井大学・学術研究院医学系部門・特命助教

(13401)

研
究
分
担
者

出村　佳美

(Demura Yoshimi)

(30446166)

福井大学・学術研究院医学系部門・助教

(13401)

研
究
分
担
者

礪波　利圭

(Tonami Rika)

(10554545)

福井大学・学術研究院医学系部門・助教

(13401)

研
究
分
担
者

北野　華奈恵

(Kitano Kanae)

(60509298)

福井大学・学術研究院医学系部門・講師

(13401)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

備考

研
究
分
担
者

淺川　久美子

(Asakawa Kumiko)

(10614430)

福井大学・学術研究院医学系部門・兼任教員

(13401)



８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関


